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HMM の 確 率 で 補 間 ・ 平 滑 化 す る 枠 組 み と し て 平 滑 化 部 分 隠 れ マ ル コ フ モデル








第 2 章では，まず，提案する PHMM の基礎となる HMM について述べ，続い





り，音声は短い区間は定常的であり，その定常区間に適当な HMM の 1 つの状態
が対応するという仮定がある．しかし，この仮定は，音声スペクトルの動的特徴
が音韻性を与える重要な因子となる場合には必ずしも適切なものではない．それ
に対し PHMM は，2 つの状態系列を有する確率モデルであり，一方を隠れ状態に，
他方を観測可能な状態とすることで，単純な HMM より過渡部の表現能力に優れ
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より PHMM の基本的な性能を評価し， HMM に対する有効性を示す．  









第 4 章では，PHMM に基づく新たな確率モデルの枠組みとして平滑化部分隠れ
マルコフモデル（ SPHMM）を提案する． SPHMM は，出力確率および状態遷移
確率を PHMM に基づく確率と HMM に基づく確率の相乗平均として与える．こ





場 合な ど に パラ メ ー タの 信 頼 性が 低 下 して し ま う可 能 性 があ る ． した が っ て，
PHMM の高次の統計量を HMM の低次の統計量で補間・平滑化する SPHMM の
枠組みは，構造の複雑さに伴う PHMM の信頼性の低下を防ぐことを可能にする．















最後に第 6 章において，本論文のまとめを行い，今後の課題について述べる． 
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